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編集方針

私たち日本ユニシスグループは、『ITが人と社会にできること』をスローガンとして、長年にわたってCSR活動
を推進してきました。また最近では、社会に対して企業のCSR報告を望む声が高まってきています。こういっ
た背景から、昨年度には社内のCSR体制を整備するとともにCSR報告書としての第1号を発刊しました。今年
度も内容を吟味し、より一層の充実を図った『日本ユニシスグループ CSR報告書 2006』を作成・発刊します。
今回は「読みやすい、分かりやすい、読んでみたい」を編集方針として掲げ、当社グループ社員の家族も読者
として位置づけ、一般の方にも分かりやすい表現を目標に編集しました。
具体的には当社のデータや文章の解析ソフトウェアである「MiningPro21�（マイニングプロ21）」を使用し、文
章の作成について中学3年生の教科書で使用されている語句の使用率を80％以上とすることを目標としました。
また、お客さまに対し商品やサービスを提供している当社グループの社員が、「お客さまに満足していただくた
めに日頃どのように考え・行動しているか」という観点から、多くの社員の声を紹介しています。社員の声か
ら日本ユニシスグループとして事業に対する取り組みやめざしている方向などが理解いただければ幸いです。
今後もさまざまなステークホルダーのみなさまに信頼される企業となるべくCSR活動を推進していきます。み
なさまのご意見、ご要望などをお聞かせいただきますよう、お願いいたします。

報告書概要

●対象期間
本報告書は、原則として2005年度（2005年4月～2006年3月）の日本ユニシスグループのCSR活動について記載していますが、一部2006年度
以降の将来目標についても掲載しております。
●対象範囲
日本ユニシスと日本ユニシスグループ（ユニアデックス、日本ユニシス・ソリューション、日本ユニシス･エクセリューションズ、国際システ
ム、G&Uシステムサービス、日本ユニシス・ラーニング、日本ユニシス情報システム、日本ユニシス・サプライ、エイタス、トレードビジョ
ン、ユーエックスビジネス、日本ユニシス・ビジネス、日本ユニシス・アカウンティング、NULシステムサービス・コーポレーション）を対
象として記載してあります。ただし、対象企業全ての事務所の情報を網羅しているわけではなく、各社の本社をはじめ主要な事業所を対象と
しています。
●対象読者
お客さま、株主・投資家、社員をはじめ、取引先、NPO（非営利組織）、教育機関など日本ユニシスグループの幅広いステークホルダーの
方々を想定しています。
●次回発行予定年月
次回の報告は2007年7月を予定しています。

報告書に関するお問い合わせ先
日本ユニシス株式会社 CSR推進室
〒135-8560
東京都江東区豊洲1-1-1 TEL.03-5546-5757 FAX.03-5546-7819
http://www.unisys.co.jp/csr/ の「CSRお問合せ」をご利用ください。
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